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９月下旬～１０月上旬に保護者の皆様、児童に向けて、給食に関するアンケートを実施いたしました。

保護者様回答率は２７．４％、児童回答率は８７．４％でした。
ご協力いただきまして、ありがとうございました。結果は以下の通りです。

給食の時間は児童の９７．０％が楽しみであるという結果でした。給食の量について、主食はちょう

どよいと答えた児童が約７０％でした。細かくみると、麺類は少ないと感じる児童が他より多いという

結果でした。麺類は量を増やして提供していますが、配缶する食缶の大きさに限りがあること、児童が

使用している食器にどんぶりがないことなどからおかわりの回数が増え、食べるのに時間がかかってし

まっているのが現状です。国で定められている給食での必要エネルギー量は中学年で６５０kcalですが、

本校では、児童の身長・体重から必要なエネルギー量を計算しており、１食６１３kcalを

基準に計算して提供しています。また、各クラスの配缶量は、必要量より少し多めに提供し、個人差

による量の調整できるようにしています。結果として残菜がゼロになる日はありませんが、不足はして

おりませんのでご安心ください。

先にも述べましたが、必要量より多く提供しているので、残菜がゼロという日はありません。ただ、

給食の献立内容によって、多く残ってしまう日もあります。アンケートでは、給食を残してしまうとい

う児童が４９．８％という結果でした。その理由として一番多かったのが、「苦手なものがあるから」

で、５０．３％でした。４年生以上のアンケート記述では、海藻サラダやごぼうサラダ、こんにゃくサ

ラダといった、食感に特徴のあるものが苦手という回答が多かったです。また、日頃の残菜の様子を見

ていると、低学年でも食感に特徴のあるこんにゃくやかまぼこ、ひじき、昆布など色の黒いものを減ら

しにくる児童が多い傾向にあり、見た目や食べたことがないものに関しても、残してしまう理由となっ

ているようです。しかし、食は一生続きますで、今後のためにも食べないから提供しない、では

なく、新しい味にであう機会として興味をもってもらえるように声かけをしていきます。

次に多かったのは、時間が足りないと答えた児童でした。給食時間が短いと感じている児童も全体の

３１％いました。昨年に比べて、協力して給食の準備ができるようになりましたが、それでも４時間目

終了後、声かけをしてもなかなか給食の準備にとりかかれない児童がいます。また、早く準備をすませ、

食べる時間を確保できていてもおしゃべりに夢中になり、時間内に食べ終わらなかったという話も担任

から聞いています。一人一人が協力することの大切さ、食事のマナーにおける適切な会話について、今

後も引き続き指導を行っていきます。

【提供量について】

【給食の残菜について】

【味付けや料理について】

給食の味付けについて、児童の回答はちょうどよいと答えた児童は８５．６％でした。学校給食にお

ける食塩相当量は１食当たり２ｇ未満と定められています。しかし、外食やお菓子類など味付けがしっ

かりしているものを食べて慣れている人にとって、給食の味だと物足りないと感じてしまうこと

もあるかと思います。薄味だから食べないとなってしまうと必要な栄養を摂取できなく

なるため、給食では、１カ月間で摂取量を調整して提供しています。今から薄味に慣れてお

くことも必要なので、給食以外での食事内容にも注意が必要です。ご家庭でも少し味の濃さについて考

えてみてください。



◎１０月の給食で使用した主な生鮮食品等の産地

えてみてください。

私たち日本人の伝統的な食文化である「和食」は、2013年にユネスコ無形文化遺産に登録され

ました。無形文化遺産は、遺跡や自然などが登録される世界遺産とは異なり、土地の歴史や生活

風習と深く関わる伝統や行事など、目に見えない文化を対象としています。食文化では「和食」

のほかに「伝統的酒造り」が2024」年に登録されました。毎年11月24日は和食文化国民会議が定

める「和食の日」、そして、11月は農林水産省が「和食月間」と位置付けています。学校給食で

は、ご飯を中心に、だしのうま味を生かした汁物や旬の食材を使った料理を取り入れるのはもち

ろん、年間を通して行事食や郷土料理を提供し、「和食」文化に触れる機会を大切にしています。

給食では、24日～27日まで、「和食週間」として、郷土料理を中心に和食を提供します。

「ご飯・汁物・おかず」を

組み合わせた、栄養バ

ランスのよい食事

行事食や郷土料理など、

地域や日本に伝わる

食文化

「いただきます」 「ごちそ

うさま」のあいさつから生

まれる感謝の気持ち

①１本のはしを、

えんぴつを持つように、親

指・人差し指・中指で

持つ。

②「１」の字を書くように、

たてに動かす。

③親指の付け根から、も

う１本のはしを通し、

薬指で支える。

④上のはしだけを動かして、

はし先を開いたり

とじたりする。


